
木津川市水道広報　第１号　（平成29年6月）

きづがわしの水道 
～安心・安全な生活と快適な暮らしを支える水道～ 

特集1 
経営改善計画と財政収支計画 

 木津川市水道料金及び公共下水道使用料審議会が、平成27年8月から平成29年3月までに8回

開催され、水道料金のあり方や財政状況、経営改善策などについて審議されました。 

 その結果、人口増加や企業立地により、料金収入の増収が見込まれることから、現在の料金体

系を維持し、経営改善を迅速に行うよう、平成29年4月に新川達郎会長（同志社大学大学院教授）

から河井市長に答申されましたので、概要をお知らせします。 

タツタタワー木津川市 

【経営改善計画のポイント】 

◇水道メーター検針の隔月化による経費削減 

  平成30年度後半に毎月検針から2か月毎に変更 
◇水道窓口業務の民間委託によるサービスの充実と職員人件費の削減 

◇開閉栓手数料の導入と加入金の見直しによる収益力の向上 
◇人材育成による職員の能力向上 

将来の給水人口などを推計し、水道事業会計の財政収支計画を策定しました。 
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平成32年度までの水道事業会計の財政収支計画 
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【財政収支計画のポイント】 

◇給水収益の増加 

  給水収益（水道料金の収入）は、平成27年度決算では約11億9,000万円 

 でしたが、平成32年度には約13億円まで増加すると予測しています。 
◇基金繰入金の削減 
  赤字補てんのための基金繰入金が、平成27年度決算では1億4,000万円 
 でしたが、平成32年度には皆減となり、黒字化を達成できる見込みです。 

◇受水費の削減 
  主に学研地域の水需要を賄うために、京都府営水道から水を購入してい 
 ます。1㎥当たりの税抜単価は、建設負担料金66円、使用料金20円、合計 
 86円ですが、平成32年度予定の単価見直しで、引下げが実現されるよう京 
 都府に要望しています。 

平成32年度まで現在の水道料金体系を維持する方針です。 

収益力強化のため、開閉栓手数料の導入や加入金の引上げを検討しています。 

◇開閉栓手数料の導入 

  転居時などに開栓や閉栓の依頼があった場合、手数料として1回につ 

 き1,000円程度徴収することを検討しています。 
◇加入金の引上げ 
  新規契約時の加入金が近隣自治体に比べて安価な水準にあるため、 
 将来的に20％程度の引上げを検討しています。 
  メーター口径別の改定案（税抜）は、次のとおりですが、実施時期など 
 の詳細は未定です。 
  20mm：19万円⇒22万円、 25mm：32万円⇒38万円、 
  40mm：95万円⇒119万円、50mm：173万円⇒ 217万円、 
  75mm：432万円⇒503万円、100mm：864万円⇒1,018万円 
   150mm：2,634万円⇒2,959万円  

- 3 -



特集2 
水道人材育成・技術継承計画 

 木津川市では、特集1の記事で紹介させていただいたとおり、人口増加や企業立地による料金

収入の増加と経営改善計画により、経営基盤が安定すると見込まれますが、全国の自治体では少

子高齢化による料金収入の減少や施設の老朽化などの問題を抱えています。 
 木津川市においても、将来的に全国の自治体と同様の問題に直面すると予想されますので、職
員の能力を向上させ、水道事業を安定的に運営できるよう人材育成と技術継承に取組みます。 

【求められる人材のイメージ】 

◇信頼 責任感と誇りを持って仕事に取組み、お客様の信頼に応える職員 

 業務遂行力の向上、知識技術の習得、 経営感覚の醸成、危機管理能力 

 の向上、広範囲の知識を有する職員（ゼネラリスト）・専門知識を有する 

 職員（スぺシャリスト）の育成 

◇挑戦 チャレンジ精神を持ち、課題解決や能力向上に取組む職員 

 改革・挑戦志向の醸成、課題解決力の向上、自己研鑚 

◇先見性 広い視野とバランス感覚を備えた職員 

 バランス感覚を備えた管理監督職員の育成、組織の活性化、お客様視点 

 の醸成、コミュニケーション力の向上、長期的な視点の獲得 

水道技術を「科学」、「技術」、「技能」に細分化し、自己啓発や職員研修、資格取得などに取組ます。 

水
道
技
術

 

科学 

技術 

技能 

自然科学、社会科学、人文科学 

土木、機械、電気、化学、経営、金融など 

事務作業、現場作業、接遇など 

 水道事業の運営に

は、幅広い知識と豊富

な経験を持った人材

が必要です。 

水道の話題 

 平成29年1月に大阪

府羽曳野市水道局と

災害相互応援協定を

締結しました。 

 今後も近隣自治体と

協力し、災害に備えて

いきたいと考えていま

す。 

 平成28年11月に京

都市で日本水道協

会全国会議が開催さ

れました。企業や大

学の研究者達が真剣

な議論を繰り広げ、

木津川市職員も大い

に刺激を受けました。 

編集・発行 木津川市上下水道部水道業務課 TEL:0774-75-1250  

- 4 -


